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八
百
万
の
神
々
の
中
心
、
皇
室
の

御
祖
神
様
で
あ
る
天
照
大
御
神
を
お

祀
り
す
る
伊
勢
神
宮
は
日
本
で
最
も

尊
い
社
と
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
神
宮
は
江
戸
時
代
頃
か
ら
庶

民
の
信
仰
を
益
々
集
め
る
神
社
と
な

り
、「
お
伊
勢
参
り
」
が
隆
盛
を
き
わ

め
た
。
そ
し
て
神
宮
に
感
謝
の
気
持

で
お
参
り
す
る
風
習
「
お
か
げ
参
り
」

が
広
が
り
、
江
戸
か
ら
十
五
日
、
京

都
・
大
阪
か
ら
五
日
の
道
程
を
か
け
、

野
宿
覚
悟
で
参
宮
す
る
こ
と
が
国
民

の
一
生
一
度
の
願
望
と
な
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
一
千
三
百
年
の
前
に

定
め
ら
れ
た
二
十
年
に
一
度
の
「
式

年
遷
宮
」
は
本
年
六
十
二
回
目
を
迎

え
、
神
宮
の
御
正
殿
・
御
装
束
・
御

神
宝
す
べ
て
が
新
造
さ
れ
、
今
秋
十

月
二
日
に
内
宮
、
十
月
五
日
に
外
宮

で
遷
御
の
儀
が
斎
行
さ
れ
る
。
い
ま

は
改
め
て
式
年
遷
宮
の
意
義
を
噛
み

し
め
つ
つ
、
渡
御
の
秘
儀
を
只
管
待

ち
望
む
ば
か
り
で
あ
る
。

　
こ
こ
に
国
民
挙
っ
て
祝
し
た
い
も

の
で
あ
る
。

明
治
天
皇
御
製

神
風
の
伊
勢
の
宮
居
の
み
や
ば
し
ら

た
て
あ
ら
た
め
む
年
は
き
に
け
り

い
ち
ょ
う
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水
無
月
の

　
な
ご
し
の
祓
す
る
人
は

　
　
千
歳
の
命
延
ぶ
と
い
う
な
り

　

本
年
は
御
社
殿
御
神
門
等
の
御
造
営
に
よ

り
、
少
々
境
内
が
狭
く
な
り
ま
し
た
が
六
月
二

十
九
日
午
後
三
時
、「
夏
越
の
大
祓
・
茅
の
輪
く

ぐ
り
神
事
」が
古
式
に
則
り
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
古
来
の
伝
統
的
な
信
仰
で
あ
る
大
祓

は
、
日
々
の
生
活
の
中
で
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う

ち
に
身
に
つ
い
た
罪
や
穢
れ
を
祓
い
清
め
、
清

く
明
る
く
正
し
い
生
活
を
送
る
こ
と
が
出
来
る

よ
う
に
と
願
う
「
よ
み
が
え
り
信
仰
」
の
根
源

と
な
る
神
事
で
す
。

　

当
日
は
梅
雨
の
晴
れ
間
、
強
い
日
射
し
の
照

り
つ
け
る
中
に
も
拘
わ
ら
ず
、
四
百
名
を
越
え

る
老
若
男
女
が
参
列
し
ま
し
た
。

　

神
職
等
の
大
祓
詞
奏
上
後
、
心
身
と
も
に
祓

い
清
め
ら
れ
た
参
列
者
は
、
宮
司
に
続
き
御
神

木
「
夫
婦
大
い
ち
ょ
う
」
の
前
に
設
置
さ
れ
た

茅
の
輪
を
三
度
く
ぐ
り
、
向
こ
う
半
年
の
無
病

息
災
を
祈
願
致
し
ま
し
た
。

　

新
し
い
年
へ
の
願
い
込
め
、希
望
に
満
ち
た
平
成

二
十
五
癸
巳
年
も
穏
や
か
に
幕
を
明
け
、本
年
も

市
内
外
よ
り
亀
ヶ
池
八
幡
大
神
の
広
大
無
辺
な
る

御
神
徳
を
仰
ぐ
大
勢
の
参
拝
者
で
、新
春
の
御
社

頭
は
大
変
な
賑
わ
い
と
な
り
ま
し
た
。新
年
の
幕

明
け
を
告
げ
る
大
太
鼓
が
氏
子
崇
敬
者
で
埋
め
つ

く
さ
れ
た
境
内
に
鳴
り
渡
り
、神
前
に
祈
祷
神
札

が
供
え
ら
れ
元
旦
祈
願
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

御
社
頭
で
は
、
ご
家
族
や
会
社
の
社
員
等
揃
っ

て
お
参
り
さ
れ
、
清
々
し
い
光
景
が
終
日
見
ら
れ

ま
し
た
。

　

本
年
は
伊
勢
神
宮
第
六
十
二
回
式
年
遷
宮
の
御

代
で
、
来
る
十
月
二
日
内
宮
で
、
同
五
日
外
宮
で

遷
御
の
儀
が
斎
行
さ
れ
ま
す
。
国
民
挙
っ
て
こ
の

大
祭
を
言
祝
ぎ
奉
り
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

夏
越
大
祓
式

初
詣
賑
わ
う
御
社
頭
―
ご
利
益
満
願
―

初
詣
賑
わ
う
御
社
頭
―
ご
利
益
満
願
―

平
成
二
十
五
癸
巳
年

節分祭斎行
　今年は一月中頃よりの寒さが募り、梅の蕾の膨らみも
感じられない2月3日、亀ヶ池八幡宮恒例の節分祭が
斎行されました。昇殿された年男年女や厄年の善男善
女はお祓いを受けた後、大太鼓に合わせ追儺板を力強
く打ち鳴らし大きな声で赤鬼青鬼を退散させ災厄を祓
い、その後神楽殿廻廊の特設舞台より「福は内、鬼は
外」と大きな声を発しながら豆撒き神事を行いました。
　大勢の参拝者は福を得ようと必死に手を伸ばし福豆
を拾っておりました。
　多くの福物を御協賛下さいました氏子崇敬者の皆様
に篤く御礼申し上げます。

―邪気災厄をはらう―

　

六
月
二
日
、
一
心
泣

き
相
撲
第
三
回
「
亀
ヶ

池
場
所
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

例
年
よ
り
十
日
ほ
ど

早
い
梅
雨
入
り
で
し
た

が
、
当
日
は
風
薫
る
五

月
晴
れ
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
受
付
を
済
ま
さ
れ

た
可
愛
ら
し
い
赤
ち
ゃ
ん
が
化
粧
ま
わ
し
を
身

に
つ
け
、
親
御
さ
ん
の
考
え
た
四
股
名
の
書
か

れ
た
兜
を
頭
に
か
ぶ
り
、
ご
神
前
に
て
お
祓
い

を
受
け
た
後
、
い
よ
い
よ
土
俵
入
り
で
す
。
行

司
が
一
人
ひ
と
り
赤
ち
ゃ
ん
の
四
股
名
を
声
高

ら
か
に
呼
ぶ
と
、
豆
力
士
の
赤
ち
ゃ
ん
は
、
大

人
の
力
士
に
抱
え
ら
れ
、
参
集
殿
に
設
け
ら
れ

た
土
俵
の
上
へ
進
み
ま
し
た
。

　
「
は
っ
け
よ
い
！
」
の
行
司
の
合
図
で
泣

き
相
撲
が
開
始
さ
れ
、
八
幡
様
が
見
守
る
な

か
、
い
よ
い
よ
元
気
良
く
泣
く
と
親
御
さ
ん

は
じ
め
、
ご
家
族
の
皆
さ
ん
は
大
変
な
喜
び

よ
う
で
、
我
が
子
の
姿
を
写
真
に
収
め
よ
う

と
右
往
左
往
。
そ
の
後
、
力
足
・
手
型
・
背

伸
び
太
鼓
等
の
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
し
て
大

変
な
賑
わ
い
に
な
り

ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
多
く

の
方
々
か
ら
、
「
親

子
の
絆
が
一
層
深
ま

り
良
い
思
い
出
に
な

る
行
事
で
あ
り
来
年

も
是
非
計
画
し
て
ほ

し
い
。
」
と
の
声
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

一
心
泣
き
相
撲

一
心
泣
き
相
撲

第
二
回﹁
亀
ヶ
池
場
所
﹂開
催

第
三
回﹁
亀
ヶ
池
場
所
﹂開
催

茅
の
輪
く
ぐ
り
神
事
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総
代
世
話
人
・
神
職
等
に
よ
る

恒
例
の
神
社
参
拝
旅
行
は
、
平
成

の
御
大
典
事
業
で
あ
る
「
亀
ヶ
池

八
幡
宮
御
鎮
座
八
〇
〇
年
奉
祝
記

念
事
業
御
社
殿
御
神
門
等
御
造
営
」

の
建
築
用
材
の
視
察
を
兼
ね
て
、

去
る
五
月
二
十
七
・
八
日
の
一
泊

で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
早
朝

に
当
八
幡
宮
を
出
発
し
、
開
通
し

た
ば
か
り
の
さ
が
み
縦
貫
道
を
通

り
東
名
高
速
道
、
さ
ら
に
は
御
殿

場
J
C
か
ら
第
二
東
名
高
速
道
を

快
適
に
走
り
予
定
よ
り
早
く
愛
知

県
の
用
材
工
場
に
到
着
し
ま
し
た
。

早
速
工
場
内
に
入
り
香
し
い
木
曽

檜
を
見
て
そ
の
素
生
や
艶
、
ま
た

宮
大
工
の
匠
み
技
で
細
工
さ
れ
た

　
平
成
二
十
四
年
十
二
月
七
日
午
後
五
時
浄

闇
の
刻
、
氏
子
崇
敬
者
並
び
に
近
隣
神
社
の

宮
司
・
総
代
各
位
の
ご
参
列
を
頂
き
、
御
神
体

を
仮
御
殿
に
遷
す
仮
殿
遷
座
祭
が
斎
行
さ
れ

て
か
ら
三
ヶ
月
余
り
、
旧
御
社
殿
も
取
り
壊
さ

れ
、
境
内
も
す
っ
か
り
整
地
さ
れ
た
三
月
二
十

九
日
、
総
代
世
話
人
並
び
に
奉
賛
会
特
別
委
員

等
は
じ
め
設
計
者
施
工
業
者
の
参
列
の
も
と

「
地
鎮
め
の
御
祭
」
が
執
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
修
祓
の
後
、
亀
ヶ
池
八
幡
大
神
や
土
地
の
神
様
に
御

降
臨
戴
き
、
祭
主
の
祝
詞
奏
上
、
四
方
清
め
祓
い
の
後
、

設
計
者
に
よ
る
刈
初
め
の
儀
、
続
い
て
宮
司
が
斎
砂
に

穿
ち
初
め
の
儀
、
施
工
業
者
が
土
曳
均
し
の
儀
を
行
い
、

祭
主
以
下
参
列
者
が
玉
串
拝
礼
を
し
て
工
事
の
無
事
安

全
を
祈
念
し
、
祭
典
も
滞
り
無
く
終
了
し
ま
し
た
。

　
今
後
基
礎
工
事
が
済
み
立
柱
祭
、
上
棟
祭
と
、
種
々
の

祭
典
の
実
施
を
経
て
、
平
成
二
十
六
年
八
月
の
竣
工
を

期
待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

御社殿御神門等御造営―地鎮めの御祭斎行す―

神
社
参
拝
研
修
旅
行

―
大
縣
神
社
参
拝
と

　
　
御
造
営
用
材
視
察
―

数
々
の
用
材
を
見
て
感
嘆
し
、
一

行
は
早
く
も
来
年
の
竣
工
に
想
い

を
馳
せ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　
翌
日
は
尾
張
国
二
宮
で
あ
る
旧

国
幣
中
社
の
大
懸
神
社
を
正
式
参

拝
し
宮
司
様
よ
り
由
緒
や
祭
典
等

の
講
話
を
拝
聴
し
今
後
の
神
社
護

持
奉
仕
の
心
得
を
会
得
し
ま
し
た
。

そ
の
後
一
行
は
長
良
川
畔
宿
で
水

面
に
夕
映
え
の
鵜
飼
い
を
眺
め
な

が
ら
懇
親
を
交
わ
し
大
変
有
意
義

な
参
拝
研
修
旅
行
に
な
り
ま
し
た
。
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其の
九

親
知
ら
ず
は
抜
く
？
抜
か
な
い
？

　

ど
ん
な
に
し
っ
か
り
歯
磨
き

を
し
て
い
る
人
で
も
、
痛
く
な
っ

た
り
腫
れ
た
り
す
る
可
能
性
が

あ
る
の
が
、「
親
知
ら
ず
」
で
す
。

親
知
ら
ず
と
は
、
主
に
思
春
期
ご

ろ
か
ら
、
生
え
て
く
る
一
番
奥
の

歯
の
こ
と
で
、
最
大
で
上
下
左
右

4
本
生
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
年
齢
的
に
は
、
思
春
期
以
降

で
あ
れ
ば
い
つ
で
も
ト
ラ
ブ
ル

に
な
る
可
能
性
は
あ
り
ま
す
。
無
事
に
一
生
涯
過
ご
せ
る
こ

と
も
あ
れ
ば
、
八
十
歳
代
に
な
っ
て
、
突
然
「
親
知
ら
ず
」
が

痛
く
な
っ
た
、
な
ん
て
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　
「
親
知
ら
ず
」
を
抜
く
か
、
抜
か
な
い
か
は
、
腫
れ
や
痛
み

な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
っ
た
際
に
、
親
知
ら
ず
が
、
歯
と

し
て
の
機
能
を
し
て
い
る
か
？　

歯
磨
き
が
き
ち
ん
と
行
な

え
る
場
所
か
？
等
が
大
き
な
判
断
基
準
に
な
り
ま
す
。

　

親
知
ら
ず
の
痛
み
の
原
因
は
、「
細
菌
感
染
」
で
す
。
親
知

ら
ず
の
痛
み
を
放
置
し
、
歯
の
周
囲
に
感
染
し
た
細
菌
が
、

さ
ら
に
そ
の
奥
に
あ
る
筋
肉
な
ど
の
隙
間
に
広
が
り
な
が
ら

顎
の
奥
の
方
、ノ
ド
、心
臓
に
ま
で
伝
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

適
切
な
時
期
に
治
療
や
抗
生
物
質
な
ど
の
投
与
が
行
な
わ

れ
れ
ば
、
大
き
な
問
題
に
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
痛
み
や
腫

れ
が
あ
る
の
を
何
度
も
我
慢
し
、
腫
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
た
段

階
で
も
、
治
療
を
行
わ
な
い
で
い
る
と
、
ト
ラ
ブ
ル
の
リ
ス

ク
が
高
く
な
る
こ
と
を
知
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
か
か
り
つ
け
歯
科
医
院
に
て
定
期
的
に
お
口

の
中
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
の
際
、「
親
知
ら
ず
を
抜
い
た
ほ
う
が
良
い
」
と
言
わ
れ
た

時
に
は
自
覚
症
状
が
な
く
て
も
、
今
後
、
症
状
の
出
現
す
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
主
治
医
と
相
談
し
て
抜
歯
す
る

こ
と
も
検
討
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
症
状
に
よ
っ
て
か
か
り
つ
け
歯
科
医
院
で
の
抜
歯

が
難
し
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の 

際
は
主
治
医
に
紹
介
状

を
書
い
て
も
ら
い
お
気
軽
に
当
院
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
神
奈
川
県
厚
生
連
相
模
原
協
同
病
院

　
　
相
模
原
市
緑
区
橋
本
二
―
八
―
一
八

　
　
電
話
〇
四
二
―
七
七
二
―
四
二
九
一

平
成
二
十
五
年
例
大
祭
斎
行

　

ご
創
建
以
来
連
綿
と
絶
え
る
こ
と
な
く

斎
行
さ
れ
て
い
る
当
八
幡
宮
の
例
大
祭
は
、

左
記
の
通
り
執
り
行
い
ま
す
の
で
、お
気
軽

に
ご
参
拝
ご
観
覧
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

日
時
…
平
成
二
十
五
年
九
月
十
五
日
（
日
）

●
例
大
祭（
御
社
殿
）…
…
…
午
前
十
時

七
五
三
祝
児
無
事
成
長
祈
願
祭

　

七
五
三
祝
は
、
古
く
は
平
安
時
代
よ
り
公

家
の
間
で
行
わ
れ
、
江
戸
時
代
に
入
り
庶
民

に
広
ま
っ
た
も
の
で
す
。
当
八
幡
宮
で
は
、

十
月
初
旬
頃
よ
り
十
一
月
末
ま
で
お
子
様

の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
七
五
三
祈
願

祭
を
斎
行
い
た
し
ま
す
。
な
お
、す
こ
や
か

パ
ッ
ク
（
貸
衣
装
・
美
容
・
着
付
・
写
真
）
の

展
示
予
約
会
を
行
い
ま
す
。

ご
祈
祷
同
様
ご
希
望
の
方
は
当
八
幡
宮
社

務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

●
ご
祈
祷
・
す
こ
や
か
パ
ッ
ク
の
希
望
受
付

　

…
八
月
よ
り

●
ご
祈
祷
時
期
…
十
月
よ
り
十
一
月
末

●
す
こ
や
か
パ
ッ
ク
展
示
予
約
会
日
程

　

8
月
31
日

　

9
月
1
日
・
7
日
・
8
日
・
14
日
・
16
日
・

　
　
　

21
日
・
22
日
・
23
日
・
28
日
・
29
日

　

10
月
5
日
・
6
日
・
12
日
・
13
日
・
14
日

平
成
二
十
六
年

　
　     

正
月
祈
願
祭
受
付

　
「
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
」
人
は
皆
新

年
を
迎
え
る
と
、
希
望
や
夢
を
ふ
く
ら
ま
せ
、

神
社
に
初
詣
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
八
幡
宮
で
は
、
無
料
大
駐
車
場
を
完
備

し
、
初
詣
の
皆
様
を
お
迎
え
し
て
い
ま
す
。

　

家
内
安
全
・
厄
除
け
・
商
売
繁
盛
・
交
通
安

全
等
の
ご
祈
祷
予
約
を
十
一
月
よ
り
受
付
け

い
た
し
ま
す
の
で
、当
八
幡
宮
社
務
所
へ
ご

連
絡
下
さ
い
。

ご
案
内

病
院
創
立
以
来
六
十
有
余
年
に
亘
り
敬
神
の
念
篤
く
元
旦
祈
祷

等
を
さ
れ
て
き
た
相
模
原
協
同
病
院
の
先
生
方
か
ら
、
氏
子
崇

敬
者
皆
様
方
の
健
康
保
持
に
貴
重
な
記
事
を
頂
戴
し
て
お
り
ま

す
。
今
号
は
同
病
院
歯
科
口
腔
外
科
副
部
長
の
中
島
敏
文
先
生

よ
り
寄
稿
頂
き
ま
し
た
の
で
、
掲
載
致
し
ま
す
。

●
伍
百
萬
円

根
岸　

信
行
（
中
央
区
上
溝
）

●
百
伍
拾
萬
円

大
貫　

秀
文
・
律
子（
緑
区
下
九
沢
）

●
百
萬
円

谷
口　

直
則
（
中
央
区
中
央
）

大
貫　

重
道
（
緑
区
下
九
沢
）

次
田　

昌
子
（
緑
区
青
野
原
）

根
岸　

浩
行
（
中
央
区
上
溝
）

●
伍
拾
萬
円

大
喜
田
節
子
・
理
樹
哉

（
中
央
区
並
木
）

フ
ォ
ト
ス
ト
ー
リ
ー
㈱

（
緑
区
原
宿
南
）

●
参
拾
萬
円

谷
山　

敏
治（
座
間
市
さ
が
み
野
）

松
田　

壯
吾
（
中
央
区
相
生
）

●
弐
拾
萬
円

久
住　

和
代（
横
浜
市
青
葉
区
）

㈱
八
千
代
銀
行（
中
央
区
上
溝
）

相
模
原
市
農
協 

上
溝
支
店

（
中
央
区
上
溝
）

石
丸　

東
央

（
大
分
県
豊
後
大
野
市
）

●
拾
萬
円

髙
橋　

慶
昭
（
中
央
区
上
溝
）

野
村　

辰
美
（
中
央
区
田
名
）

山
岸　

宏
征
（
中
央
区
上
溝
）

中
山　

金
男
・
君
子（
中
央
区
上
溝
）

　

桐
生
学
園（
中
央
区
星
が
丘
）

ア
イ
ダ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱

（
緑
区
大
山
町
）

橋
本　

勝
美
（
中
央
区
上
溝
）

大
貫　

幸
雄
（
緑
区
下
九
沢
）

加
藤　

忠
平
（
緑
区
橋
本
）

三
菱
重
工
業
㈱（
東
京
都
港
区
）

キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
ジ
ャ
パ
ン
㈱
相
模
事
業
所

（
中
央
区
田
名
）

佐
藤　
　

貢
（
中
央
区
上
溝
）

日
本
電
気
㈱
相
模
原
事
業
場

（
中
央
区
下
九
沢
）

●
伍
萬
円

畑
野　

五
郎（
中
央
区
千
代
田
）

㈱
ト
ー
タ
ル
ク
リ
ー
ン
田
中

（
中
央
区
上
溝
）

渡
邊　

昌
惠（
山
梨
県
甲
府
市
）

㈲
興
永
社
（
緑
区
下
九
沢
）

千
葉　

敏
子（
中
央
区
宮
下
本
町
）

安
藤
和
次
郎
（
南
区
相
武
台
）

永
野　

堅
次
（
中
央
区
上
溝
）

増
田　

知
弘（
中
央
区
相
模
原
）

萩
原　
　

正
（
南
区
当
麻
）

●
四
萬
円

田
村　

敏
夫
（
中
央
区
清
新
）

田
村
ケ
イ
子
（
中
央
区
清
新
）

●
参
萬
円

田
中　

幹
人
（
中
央
区
相
生
）

狩
野　
　

隆（
中
央
区
星
が
丘
）

石
川　

清
人（
中
央
区
星
が
丘
）

㈲
八
木
園
芸
（
中
央
区
上
溝
）

ケ
イ
エ
ム
交
通
㈱（南

区
大
野
台
）

川
村　
　

肇（
中
央
区
陽
光
台
）

田
中
大
之
臣
（
南
区
当
麻
）

大
貫　

岳
人
（
緑
区
下
九
沢
）

大
貫　

宏
祐
（
緑
区
下
九
沢
）

大
貫　

紀
子
（
緑
区
下
九
沢
）

㈲
料
亭
ふ
じ（
中
央
区
南
橋
本
）

日
本
板
硝
子
㈱
相
模
原
事
業
所

（
緑
区
西
橋
本
）

●
弐
萬
円

杉
山　
　

弘（
東
京
都
目
黒
区
）

豊
田　

賢
一
（
中
央
区
上
溝
）

㈲
川
嶋
板
金
工
業
所（緑

区
田
名
）

佐
藤　

清
一
（
中
央
区
上
溝
）

𠮷
川
美
津
子（
中
央
区
千
代
田
）

小
方　

武
雄
（
南
区
鵜
野
森
）

㈲
吉
垣
生
花
店（
中
央
区
相
模
原
）

若
林　

洋
一
（
中
央
区
共
和
）

●
壱
萬
円

伊
藤　

翰
男
（
南
区
麻
溝
台
）

福
島　

隆
文
（
緑
区
橋
本
）

西
田　

忠
司（
中
央
区
陽
光
台
）

千
野　

直
樹
（
中
央
区
中
央
）

千
野　

知
子
（
中
央
区
中
央
）

林　

ひ
ろ
み（
中
央
区
千
代
田
）

林　

真
一
郎（
中
央
区
千
代
田
）

浜
梶
庸
一
郎
（
緑
区
青
山
）

関
戸　

龍
男
（
中
央
区
上
溝
）

山
𠮷　

次
男
（
中
央
区
上
溝
）

今
井　

達
次（
中
央
区
千
代
田
）

ア
イ
・
エ
ス
・
エ
フ
サ
ポ
ー
ト

介
護
タ
ク
シ
ー
な
ご
み

（
中
央
区
光
が
丘
）

宇
田
川
功
実（
中
央
区
陽
光
台
）

春
川　

紀
子
（
中
央
区
田
名
）

松
下　

利
男
（
中
央
区
上
溝
）

桑
澤　

又
一
（
中
央
区
並
木
）

㈲
共
栄
硝
子
工
事（
南
区
古
淵
）

㈲
ア
イ
エ
ム
ト
ラ
ッ
ク

（
南
区
麻
溝
台
）

㈲
フ
ラ
ワ
ー
ミ
ナ
ミ

（
中
央
区
千
代
田
）

川
﨑　

博
夫
（
南
区
大
野
台
）

前
田　

光
男（
中
央
区
千
代
田
）

片
野　

秀
弘
（
中
央
区
上
溝
）

諸
井　

宏
之（
中
央
区
光
が
丘
）

長
田　

カ
ツ（
中
央
区
陽
光
台
）

髙
橋　

和
則（
中
央
区
陽
光
台
）

齊
藤　

剛
司
（
南
区
下
溝
）

井
上　
　

明
（
南
区
下
溝
）

渡
邊　

晴
彦
（
中
央
区
中
央
）

髙
部　

伸
次（
中
央
区
星
が
丘
）

横
塚　

雄
幸
（
中
央
区
横
山
）

細
川　

久
男（
中
央
区
上
矢
部
）

中
村　

恒
子
（
緑
区
二
本
松
）

田
中　

忠
男
（
緑
区
相
原
）

江
平　
　

称
（
中
央
区
上
溝
）

梅
田　

幸
宏
（
横
浜
市
旭
区
）

木
曽　

勝
美
（
中
央
区
横
山
）

牛
谷　

哲
雄（
中
央
区
星
が
丘
）

金
原　

千
東（
東
京
都
町
田
市
）

野
村　

隆
幸（
群
馬
県
高
崎
市
）

野
村　

彦
吉（
中
央
区
千
代
田
）

㈱
チ
ク
ブ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
シ
ス
テ
ム

（
南
区
大
野
台
）

丸
山
恒
一
郎
（
東
京
都
港
区
）

㈱
ミ
オ
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
中
央
区
南
橋
本
）

秡
川　

和
子
（
中
央
区
横
山
）

太
田　

正
直
（
中
央
区
上
溝
）

湯
田　
　

忍
（
中
央
区
横
山
）

秋
山　

幸
子
（
緑
区
下
九
沢
）

松
本　

和
英（
中
央
区
淵
野
辺
）

坂
口　

正
之
（
南
区
下
溝
）

奥
村　

溢
子
（
中
央
区
中
央
）

中
村　
　

守（
中
央
区
横
山
台
）

矢
沢　
　

武（
東
京
都
町
田
市
）

田
中
ま
ゆ
み（
東
京
都
町
田
市
）

増
田　

正
人
（
中
央
区
相
生
）

佐
々
木
昭
裕
（
南
区
大
野
台
）

竹
内
テ
ル
子（
中
央
区
光
が
丘
）

中
川　

邦
昭
（
中
央
区
中
央
）

榎
本　

幸
雄（
中
央
区
星
が
丘
）

榎
本　

英
子（
中
央
区
星
が
丘
）

佐
佐
木
静
香
（
中
央
区
弥
栄
）

久
保
田
栄
一（
中
央
区
相
模
原
）

青
野　

武
志
（
中
央
区
上
溝
）

髙
橋　

悦
子
（
緑
区
橋
本
）

レ
ア
ル
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
中
央
区
千
代
田
）

志
村　

利
彦
（
中
央
区
弥
栄
）

小
俣　

淳
一（
中
央
区
千
代
田
）

小
俣　

明
宏（
中
央
区
千
代
田
）

京
料
理
梅
の
香（
中
央
区
千
代
田
）

松
澤　

淳
雄
（
中
央
区
青
葉
）

杉
山　
　

清
（
中
央
区
上
溝
）

成
瀬
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク

セ
ン
タ
ー
（
東
京
都
町
田
市
）

谷
道　

隆
史（
富
山
県
高
岡
市
）

清
水　

利
夫
（
中
央
区
上
溝
）

佐
藤　
　

淳（
中
央
区
星
が
丘
）

濱
口　

益
夫（
高
知
県
須
崎
市
）

福
嶋　

美
夫
（
中
央
区
相
生
）

福
嶋
知
惠
子
（
中
央
区
相
生
）

田
中　

春
一
（
中
央
区
相
生
）

田
中　

タ
ケ
（
中
央
区
相
生
）

●
伍
阡
円

小
福
田
香
織（
中
央
区
千
代
田
）

久
田　

次
男
（
中
央
区
上
溝
）

戸
坂　
　

晶
（
中
央
区
上
溝
）

齊
藤　

廣
司
（
緑
区
下
九
沢
）

安
島　

由
記
（
緑
区
下
九
沢
）

伏
見　

明
倖（
中
央
区
星
が
丘
）

手
塚　

淑
江
（
中
央
区
上
溝
）

手
塚　

康
夫
（
中
央
区
上
溝
）

手
塚　

義
行
（
中
央
区
上
溝
）

東
出　

修
二
（
中
央
区
上
溝
）

神
林　

直
樹（
中
央
区
光
が
丘
）

中
村　

勝
一
（
横
浜
市
旭
区
）

岩
﨑　
　

享
（
中
央
区
上
溝
）

永
桶　

武
志
（
中
央
区
矢
部
）

長
友　

克
洋
（
緑
区
上
九
沢
）

長
友　

久
子
（
緑
区
上
九
沢
）

秋
山　

裕
二（
中
央
区
光
が
丘
）

小
林　

實
夫（
中
央
区
下
九
沢
）

花
島　
　

光
（
南
区
大
野
台
）

諸
井　

鈴
子（
中
央
区
光
が
丘
）

髙
橋　

育
男
（
南
区
下
溝
）

木
川　

晃
一（
中
央
区
緑
が
丘
）

栗
城　

正
一（
中
央
区
陽
光
台
）

栗
城　

ト
シ（
中
央
区
陽
光
台
）

五
十
嵐　

雄（
中
央
区
松
が
丘
）

門
脇　

憲
寿
（
中
央
区
上
溝
）

池
田　
　

靖
（
中
央
区
共
和
）

加
藤
キ
ク
エ
（
中
央
区
共
和
）

鮫
島
さ
つ
き（
中
央
区
富
士
見
）

河
越　

敬
仁
（
中
央
区
横
山
）

阿
部　
　

毅（
中
央
区
陽
光
台
）

伊
藤　
　

淳
（
緑
区
二
本
松
）

森
下
喜
美
子（
中
央
区
陽
光
台
）

定
清　

洋
子
（
中
央
区
並
木
）

島
田　

昭
三
（
中
央
区
青
葉
）

宮
崎　
　

清（
中
央
区
宮
下
本
町
）

岩
本　

直
樹（
中
央
区
東
淵
野
辺
）

花
島　

玲
子
（
南
区
大
野
台
）

芳
沢　

正
明（
中
央
区
陽
光
台
）

佐
藤　
　

久
（
緑
区
橋
本
）

佐
藤　

清
子
（
緑
区
橋
本
）

清
水　

金
子
（
中
央
区
相
生
）

原
田　

和
哉
（
緑
区
西
橋
本
）

亀
卦
川
佳
代（
東
京
都
町
田
市
）

永
見　
　

太
（
南
区
大
野
台
）

杉
本　

博
志（
中
央
区
緑
が
丘
）

滝
田　

寿
明
（
中
央
区
並
木
）

川
嶋　

健
治
（
緑
区
三
ケ
木
）

川
嶋
美
恵
子
（
緑
区
三
ケ
木
）

國
井　

修
二
（
中
央
区
相
生
）

岩
瀬　

敏
子（
中
央
区
淵
野
辺
本
町
）

大
泉　

彩
起
（
中
央
区
上
溝
）

舟
山　
　

勝
（
南
区
西
大
沼
）

大
貫　
　

淳（
中
央
区
横
山
台
）

苅
込　
　

誠
（
中
央
区
青
葉
）

小
野　

英
毅
（
中
央
区
上
溝
）

奥
本　

秀
一（
中
央
区
陽
光
台
）

新
井　
　

進（
中
央
区
陽
光
台
）

鈴
木　

京
子
（
中
央
区
相
生
）

遠
藤　
　

定
（
中
央
区
横
山
）

遠
藤
千
鶴
子
（
中
央
区
横
山
）

岡
村　

利
行
（
中
央
区
上
溝
）

王
子
神
稲
荷
講
中（
中
央
区
上
溝
）

横
倉　

義
久
（
南
区
当
麻
）

田　
　

義
和（
大
和
市
上
和
田
）

金
城　

政
佳
（
南
区
上
鶴
間
）

矢
島　

正
喜（
東
京
都
町
田
市
）

石
川　

舞
子
（
南
区
下
溝
）

吉
川　

和
仁
（
南
区
下
溝
）

髙
吉　

茂
穗（
中
央
区
光
が
丘
）

髙
吉　

亮
介（
中
央
区
光
が
丘
）

髙
吉　

周
平（
中
央
区
光
が
丘
）

髙
吉　

素
子（
中
央
区
光
が
丘
）

内
川　

隆
志（
中
央
区
陽
光
台
）

大
塚　

正
和（
中
央
区
星
が
丘
）

平
川　

和
子
（
中
央
区
上
溝
）

松
尾　
　

猛（
東
京
都
小
平
市
）

平
野　
　

裕
（
南
区
当
麻
）

平
野
麻
奈
美
（
南
区
当
麻
）

林　
　

雅
史
（
南
区
下
溝
）

神
林　

雅
子（
中
央
区
光
が
丘
）

富
永　

正
樹
（
中
央
区
並
木
）

砂
川　

静
江（
東
京
都
八
王
子
市
）

船
越　

祐
一
（
中
央
区
上
溝
）

平
成
25
年
４
月
末
日
現
在

奉
賛
会
委
員
受
付
分
は
次
号
に

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
敬
称
略
）

　

平
成
の
御
社
殿
・
御
神
門
等 

御
造
営
の
御
奉
賛
を
賜
り
ま
し
た
氏
子
崇
敬
者
皆
様
に
感

謝
申
し
上
げ
、
下
記
に
ご
芳
名
を
掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
御
奉
賛
者
皆
様
の
ご
多
幸
ご

隆
盛
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
引
き
続
き
氏
子
崇
敬
者
皆
様
の
格
別
な
る
お
力
添
え
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

御鎮座八百年奉祝記念

御
鎮
座
八
百
年
奉
祝
記
念

平
成
の
御
社
殿
・
御
神
門
等 

御
造
営 

奉
賛
者

御
礼
報
告
並
び
に
御
奉
賛
の
お
願
い
　其
の
二

（学）

相
模
原
協
同
病
院

歯
科
口
腔
外
科
副
部
長

　
　
　
中
島
敏
文
先
生
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